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本誌は、大分県ワーケーション受入推進事業による委託業務として、

株式会社リロクラブが実施した業務の成果をとりまとめたものです。

実証やアンケートを通じ、ワーケーションを受け入れる際の課題を整理して参りました。

宿泊施設や観光施設など、受け入れを希望される皆様のご参考になれば幸いです。



ワーケーションに関する市場調査



ワーケーション意識調査（企業版）まとめ

回答状況

分析・総括

企業としては、近距離・短期でのお試しワーケーションから導入していく可能

性がある。受入先となる宿泊施設へは、Wi-Fiのパスワードや個室の用意

など、セキュリティの確保が期待されている。

ワーケーションの送り出し側となる企業には、総務・人事担当者へのアンケートを

実施し、２５社から回答を得た。

【所在地】 【業種】

【従業員規模】



ワーケーション意識調査（企業版）

【Q1】ワーケーションの実施に対するお考えをお選びください。(複数回答可）

【Q2】ワーケーションにおける労務管理の考え方をお選びください(複数回答可）

【Q3】ワーケーションに期待することとして当てはまるものをお選びください。
（複数選択可）



ワーケーション意識調査（企業版）

【Q4】ワーケーションの実施にあたり、最も参考とする情報をお選びください。

【Q5】ワーケーションに関する情報を集める際に一番活用する（と思われる）
ものをお選びください。

【Q6】ワーケーションを実施する場合、気になる点としてあてはまるものをお選びください。
（複数選択可）



ワーケーション意識調査（企業版）

【Q7】ワーケーションを実施する場合、想定される滞在期間をお選びください。

【Q8-1】ワーケーションにおいて、滞在地に期待するワークスペースとして最も優先度が
高いものを 各カテゴリから1つずつお選びください。

【Q8-2】ワーケーションにおいて、滞在地に期待するものとして最も優先度が高い
通信環境を1つお選びください。



ワーケーション意識調査（企業版）

【Q8-3】ワーケーションにおいて、滞在地に期待する作業環境として最も優先度が
高いものを1つお選びください。

【Q8-4】ワーケーションにおいて、滞在地に期待する宿泊形態（1泊あたりの食事タイプ）
ものとして最も優先度が高いものを1つお選びください。

【Q8-5】ワーケーションにおいて、滞在地に期待するものとして最も優先度が高い
滞在サポートを1つお選びください。



ワーケーション意識調査（企業版）

【Q9】ワーケーションを実施する場所として、希望に近い場所をお選びください。
（複数回答可）

【Q10】ワーケーションの実施地域として想定される地域をお選びください。（複数回答可）



ワーケーション意識調査（個人版）まとめ

ワーケーションを実際に行う側として、企業に勤務する個人へアンケートを実施

し、3,969人から回答を得た。

回答者勤務地

回答者年齢層



ワーケーション意識調査（個人版）まとめ

分析・総括

非日常に身を置くことにより、リフレッシュし創造性が向上し新たなアイデアが

出てくることに期待している。その土地ならではの、アクティビティや食にも興味

関心が高い。

また、リゾート地でのワーケーション体験を想像しており滞在期間も多少長め

にいたいと考えている。

仕事の環境（Wi-Fi、セキュリティ、個室の有無など）事前に知っておきたい

というニーズが高く、宿泊施設からの情報発信が必要となるだろう。

また、周辺の観光施設やアクティビティ、飲食店などの情報提供があれば、

宿泊者満足の向上が期待できる。

勤務先の従業員規模

業種



ワーケーション意識調査（個人版）

【Q1】「テレワーク」を導入・実施されていますか？

【Q1-2】＜Q1で「導入・実施している、したことがある」とご回答の方＞
いつから導入・実施されていますか？

【Q1-3】＜Q1で「導入・実施していない」とご回答の方＞
導入・実施されていない理由はありますか？（複数選択可）



ワーケーション意識調査（個人版）

【Q2】「ワーケーション」をご存知ですか？

【Q3】ワーケーションでは、テレワーク等を併用することで旅行先に連泊しやすくなると
考えられます。連泊することで期待することをお選びください（３つ）

【Q4】大分県でワーケーションを実施する場合、休暇中は何を楽しみたいですか？
（複数選択可）



ワーケーション意識調査（個人版）

【Q5】大分県でワーケーションを実施する場合、気になる点としてあてはまるものを
お選びください。（複数選択可）

【Q6】大分県でワーケーションを実施する場合、希望する滞在期間をお選びください

【Q7】ワーケーションにおいて、滞在地に期待するものとして最も優先度が高いものを
1つずつお選びください

・ワークスペース



ワーケーション意識調査（個人版）

・通信環境

・作業環境

・宿泊形態（1泊あたりの食事タイプ）



ワーケーション意識調査（個人版）

【Q8】ワーケーションを実施する場所として、希望に近い場所をお選びください
（複数選択可）

・滞在サポート



参加者アンケート まとめ

分析・総括

◆良かった点

◆改善点

・リフレッシュできた

・仕事に集中でき、作業が捗った

・新たな刺激を受け、創造性が向上した

・オンオフの切り替えができた

・モチベーションの向上

・電源の数が足りない

・セキュリティ対策ができていない

・ワークスペースが少ない

・地元情報がまとまっていない

・コストがかかる

大分県の強み

大分県の弱み

◆温泉や美術館など魅力的な観光地である

◆食事が美味しい

◆宿泊施設が充実している

◆ワークスペースの整備が行き届いていない

◆移動時間・交通費の問題

◆二次交通の問題

新型コロナウイルスの感染拡大に伴う緊急事態宣言の影響によりモニター数が

少ないものの、実体験に基づく意見を記載する。



お客様の職種を教えてください。

6件の回答

参加者アンケート

・大分県ワーケーション受入推進事業 参加者アンケート

・対象：大分県ワーケーション受入推進事業へ参加された方

・人数：6名
・調査アンケート：Google Form

勤め先のワーケーション導入状況に

ついてお聞かせください。

6件の回答

貴社に関するご質問

貴社ではワーケーションをどのように活用できると考えられますか。

6件の回答

●経営者・役員

●営業職

●総務・人事、事務職

●その他

●①既に導入済み

●②検討中

●③未定

●④予定なし



参加者アンケート

仕事（ワーク）環境について

主にどこで仕事をされましたか。

6件の回答

主にどのような仕事をされましたか。

6件の回答

通信環境はいかがでしたか。

6件の回答

●宿泊施設の客室

●宿泊施設の共有スペース

●近隣のコワーキングスペース

●資料作成

●動画の編集(送受信あり)
●リモート会議

●営業(電話)
●営業(外動)
●業務指示

●その他(客室にて仕事実施)

●自宅や職場より良好だった

●自宅や職場と変わらなかった

●仕事に支障があった



参加者アンケート

仕事環境について改善すべき点をお知らせください。

6件の回答

作業環境はいかがでしたか。

6件の回答

●自宅や職場より良好だった

●自宅や職場と変わらなかった

●仕事に支障があった



参加者アンケート

宿泊施設について

宿泊施設での滞在の感想をお聞かせください。

6件の回答

上記で「とても満足」･「満足」を選択された方への質問

どの点が満足でしたか。

５件の回答

●とても満足

●満足

●普通

●不満

●とても不満

●料理

●接客

●アクセス

●その他(特になし)
●その他(料理もお風呂も良かった)



参加者アンケート

滞在中、仕事以外で訪れた観光施設や実施したアクティビティを教えてください。

6件の回答

観光（バケーション）について

上記の情報はどこで入手しましたか。

6件の回答

●(出発前)インターネット等から
●(出発前)知人の紹介等から
●(滞在中)宿泊施設に設置されて
いたパンフレット等から

●(滞在中)観光案内所から
●(滞在中)宿泊施設のスタッフから
●その他(ネットや観光案内所)



参加者アンケート

ワーケーション実施後の感想

今回のワーケーションによる滞在を通して、最もよかった点をお聞かせください。

6件の回答

ワーケーションのメリットと感じる点をお聞かせください。

6件の回答

●仕事をしつつリフレッシュができる

●長期休暇が取りやすい

●普段より業務に集中できる

●仕事とプライベートのメリハリがつく

●その他(食が楽しめること)



参加者アンケート

ワーケーション実施後の感想

ワーケーションのデメリットと感じる点を教えてください。

6件の回答

今後、職場の同僚や知人にワーケーションを勧めたいと思いますか。

6件の回答

●旅行先まで仕事を持ち込みたくない

●仕事とプライベートのメリハリが

つきにくい

●費用がかかる

●情報漏洩が心配

●その他(電源やPCモニター等の
仕事環境が不十分)

●その他(休業している店舗が多かった)
●その他(観光する時間が足りない)



ご意見

チェックイン日、チェックアウト日に勤務できる場所の確保について

・一時間単位で使える場所(8時から20時)を今回も探しました。公園、カラオケボックスを

検討しましたが、チェックイン日はロビーを使わせていただき、チェックアウト日は休暇取得し

ました。

・ラウンジで快適に仕事をさせて頂きましたが、場合によっては場所の確保ができないと思い

ますので、ラウンジ以外の場所の提供があると嬉しいです。

部屋の清掃時間帯について

・11時から12時、11時半から12時半… など、ホテル側の都合がよい時間から選択でき

ると良いなあと思いました。

・清掃時間帯は、ラウンジに移動することができましたが、会議がある場合は移動は難しい

ので、時間が選択できたら仕事がしやすいと思います。 また、ラウンジ以外の移動場所の

選択ができれば、いいなと思います。

・アメニティの交換が、会議が立て込む10時頃の時間帯だったため、会議を中断せざるを

得なかった。 これは、事前にコミュニケーションシートなどのフォーマットを作って宿に伝える手

段があったり、今は入って欲しくないことを伝える手段があるといいと思いました。 （入って欲

しくない時間帯、アメニティの交換内容・頻度の希望等を事前に紙などで渡すようにする）

ホテルなどは「Don't disturb」の札があると思いますが、今回は旅館だったのでこういったも

の無く、ワー ケーションの客を誘致するならあった方がいいと思いました。

部屋の照明について

宿泊施設によっては外光も入り、シーリングライトが白色、デスクが黄色でしたので、仕事が

しやすかったです。ホテルの中には、光があまり取れない部屋もあり仕事に適さないと感じる

ことがあります。

ランチについて

近くに600円程度でランチが食べられる店を最終日に見つけました。リストがあると助かると

思いました。

Wi-Fiのセキュリティについて

全Wi-Fiのパスワードが同じでしたので、セキュリティ面に不安を感じました。部屋別にパス

ワードが違うと安心です。



ご意見

部屋割について

建物の作りのせいか、隣の部屋の音がよく聞こえたので、そういう作りの宿の場合は会議の

声などがまる聞こえになってしまうため、ワーケーションの客は部屋を離した方がいいと思いま

す。

情報発信について

家族で来て父親だけ日中仕事などのワーケーションだと不満に感じる人はいると思います。

コロナが収束すれば解決するのかもしれませんが、完全に閉業してしまった施設やお店もい

くつかあるようでした。 家族で来る人向けに、日中お子さんなどが参加できるアクティビティや

周辺の観光地の案内がもっとあるといいかもしれないと思いました。

パッケージ提案について

特に遠方のロケーションからの客向けに、安い交通手段もセットで提案いただくとより良いと

思いました。 私は夜行バスで行きましたが、ある程度体力があって一人で行く人なら新幹

線や飛行機より遥かに節約可能です。安い交通手段が手軽にわかれば、遠い地域に行く

こともハードルが下がると思います。

働く環境について

机と椅子を入れていただきましたが、仕事用では無く簡易的な机と木の椅子だったので、

ワーケーション目的の客を誘致するなら仕事に適した机と椅子を導入した方がいいと思いま

した。 短期で仕事する分には問題ないですが、在宅勤務だと仕事に適した机と椅子が無

く身体に不調を訴えている人が多いので、それがあるだけで普段の仕事環境からより良い

環境でワーケーションを実施可能という売り文句にはなると思います。 机は高さが椅子と

合っていれば簡易的なものでも問題ないと思いますが、特に椅子は重要と思います。

その他

・ホテルに温泉があったので、朝夜入ることができ、リフレッシュして仕事することができました。

とてもよかったです。

・ホテルの方が作成された近辺の食事処の情報は参考になりました。 食事以外にも近辺

の情報（地元のおすすめ等）があると参考になります。

・滞在中は、食事に出ることができましたが、忙しい時はランチの時間がとれないケースもあ

るので、デリバリー等の食事の情報提供があるといいと思いました。

・部屋が広く窓も大きかったので、閉塞感を感じない環境で仕事ができた。 これは、リモー

トワークの環境を提供しているビジネスホテルなどと比べても遥かにいい環境だったと思いま

す。

・お風呂がとても良く、周辺にも湯めぐりができるところが多数あったので、特にひとり暮らしで

在宅勤務が続いている方などには気分転換やリラックスするのに良いと思います。



総括

【ワーケーションの受け入れ側が必要な準備】

１、ワークスペースの設備体制

２、観光地やアクティビティスポット等の情報提供

＜１、ワークスペースの設備体制＞

訪れる先でのワークスペースには、会社の職場環境と変わらない設備が必要

である。様々な業種・職種に対応できるよう環境づくりが重要となる。

【求められる設備環境】

・Wi-Fi環境（通信）

・モニター

・プロジェクター、スクリーン

・電源コンセント

・個人専用ブース（仕切り）

＜２、観光地やアクティビティスポット等の情報提供＞

非日常を味わう「バケーション」の打ち出し方も重要である。

初めて訪れる場所では、“どこになにがあってどのように行けるか”が一目瞭然

にまとまっていることが望ましい。

その地でのワーケーションの醍醐味を経験したことによりリピート化にもつながり、

今後同僚や家族といった多数での来訪が期待できる。




